
     観音寺市「ゼロカーボンシティ」宣言 

 

近年、世界各地で地球温暖化が原因と考えられる猛暑や豪雨等の異常気象が報告されており、我

が国においても平均気温の上昇や、大雨・台風等による災害、農作物や生態系への影響が観測され

ています。 

このような状況を踏まえ、２０１５年に合意されたパリ協定では、「世界の平均気温上昇を産業

革命以前に比べて２℃より十分低く保ち、１．５℃に抑える努力を追及する」との目標が国際的に

広く共有されました。２０１８年には、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）による特別報告書

で、気温上昇を１．５℃に抑えることによって、多くの気候変動の影響が回避できることが強調さ

れ、そのために２０５０年までに世界全体の温室効果ガス排出量実質ゼロを達成する必要があると

されています。２０２１年１１月に開催された第２６回国連気候変動枠組み条約締結国会議（COP

２６）において「世界の平均気温の上昇を１．５℃以下に抑える努力の追及を決意する」等を明記

した「グラスゴー気候合意」によって、２０１５年のパリ協定の実施指針が完成し、各国は削減目

標の再検討や強化に動き出しています。 

 

我が国は２０２０年１０月に「２０５０年カーボンニュートラル」を目指すことを宣言するとと

もに、２０２１年４月には、２０３０年度の新たな温室効果ガス排出削減目標として、２０１３年

度比４６％削減することを目指し、さらに５０％の高みに向けて挑戦を続けるとの新たな方針を示

しました。 

 

本市では、第２次観音寺市総合振興計画において、将来都市像である「みんなで奏でる“にぎわ

い やすらぎ ときめき”の都市～元気印のかんおんじ～」を実現するために、「自然と共生した美
しく快適なまち」を基本目標として、環境保全活動の推進と美しい景観の形成、公園・緑地・水辺

の整備、上下水道の整備、ごみ処理体制とし尿処理体制の充実、墓地と斎場の整備などに取り組ん

でいます。 

また、この取り組みを環境面で支える第２次観音寺市環境基本計画を策定し、地球温暖化対策実

行計画（区域施策編）として、再生可能エネルギーの普及拡大、省エネルギー行動の促進、低炭素

なまちづくりの推進、気候変動への対応などを基本施策として対応してきたところであります。 

このような取り組みの結果、市域エネルギー消費量は２０１８年度に２０１３年度比２６．３％

削減し、市域温室効果ガス排出量は２０１３年度比３１．６％削減しています。また、太陽光発電

システム導入量は２０２０年度に約２４，０００世帯分に相当する６７メガワットに達しています。 

 

本市の豊かな自然を後世に遺していくためには、国や県、民間事業者との連携を通じて積極的に

取り組まなければならず、そのため、本市は「２０５０年までに市域の温室効果ガス（二酸化炭素）

排出量を実質ゼロにすることを目指す」ことをここに宣言します。 
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